
農林水産業の革新的技術緊急展開事業
【１，４００百万円】

対策のポイント
農林水産業の活力創造を図るため、品質向上や国産の「強み」のある農林

水産物の生産拡大等に向けた革新的な技術開発等を推進します。

＜背景／課題＞

・「農林水産業・地域の活力創造プラン」に基づき、農山漁村の有するポテンシャルを

十分に引き出し、農林水産業の所得向上を目指すには、技術革新により、生産性向上

を図るほか、品質向上や国産の「強み」のある農林水産物づくりを進めることが重要

です。

・このため、迅速な競争力強化が必要な畜産分野をはじめ、実際の生産現場において、

民間企業・大学・独立行政法人などオールジャパンの英知を結集し、革新的な技術体

系の実証研究が必要です。

・また、品種開発、栽培技術や食品保存・加工法など幅広い分野で民間活力を活かした

技術革新を加速化するため、世界をリードするメタボローム解析（生体内の代謝活動

を網羅的に把握・分析する技術）など先端技術の応用研究を強力に推進する必要があ

ります。

政策目標
大幅なコスト低減、品質向上や国産の「強み」のある農林水産物の生産

拡大等による農林水産業経営の収益増大

＜主な内容＞

１．産学の英知を結集した革新的な技術体系の確立

（１）畜産の競争力強化のための技術体系確立 ４００百万円

畜産の競争力強化を図るため、特徴ある品種の活用に向けた飼養管理技術や、

イアコーンなど新たな自給飼料の給餌と放牧を組み合わせた牛肉生産技術体系を

確立する実証研究を推進します。

（２）農林水産業の活力創造のための革新的技術実証研究 ４００百万円

農林水産業の活力創造を図るため、収益性の高い漁業・養殖業を実現する技術

実証や新たな機能性表示制度に対応した農林水産物の品質安定化技術実証など、

強みのある国産農林水産物の生産拡大や農林水産業経営の収益増大等を図るため

の実証研究を推進します。

２．技術革新を加速化する最先端分析技術の応用 ６００百万円

最先端の解析機器を導入したメタボローム解析、分析データのデータベース化及

びバイオインフォマティクス（得られるデータを詳細に分析すること）の人材育成

を行い、メタボローム解析の農林水産分野・食品分野における応用研究を推進します。

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

［お問い合わせ先：技術会議事務局研究推進課 （０３－６７４４－７０４３）］

［平成26年度補正予算の概要］



農林水産業の革新的技術緊急展開事業

生産性向上や特色ある農林水産物づくりにより農林水産業の所得向上を目指すため、社会経済情勢の変化

に緊急に対応する生産現場での革新的技術の実証研究を推進。

また、最先端分析技術の農林水産・食品分野への応用により、技術革新を加速化。

産学の英知を結集した革新的な技術体系の確立 技術革新を加速化する最先端分析技術の応用

迅速な競争力強化が必要な畜産分野をはじめ、実際の
生産現場において、民間企業・大学・独法などの英知を結
集した革新的な技術体系を導入した実証研究を展開

品種開発、栽培技術や食品保存・加工法など幅広い分野で
応用が可能なメタボローム解析の応用研究を強力に推進

課題例

○ 新たな自給飼料と放牧を組み合わせた
牛肉生産や畜産の特徴ある品種のため
の飼養管理技術体系の確立

○ クロマグロの養殖システムの確立

○ 食品の機能性表示制度に向けた生鮮食品の
品質安定化技術の確立 等
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都道府県等
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・機能性や嗜好性の高い食品、医療食等の開発
・環境制御手法（アルゴリズム）の確立による高度園芸施設の開発
・最適な育種素材の選択や評価による革新的品種の開発
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